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り見られない5。その中で、森山 (1988)、藤田 (1986, 2000) は本研究にとって参考に
                                                        
1 以下、日本語記述文法研究会  (2008) に従いこの用語を用いる。  
2 以下、例文においてはモダリティ形式に当たる部分に下線を、引用節を受ける为節述部・被修飾
名詞に囲み線を付す。用例の出典には  (著者「タイトル」) を付す。  
3 後述するように、実際には为節述部ではなく被修飾名詞となっているものについてもその共起を
論じることになる。  
4 モダリティ形式の従属節における出現の可否という文法的性質を指摘した研究として、单 (1974, 
1993) などが挙げられる  (それらの現象から各形式の意味の説明も試みられている ) 。  
5 大規模なコーパスからの用例数やその割合の違いを基に、前述の单の考察なども参照しながら、
モダリティ形式の類型化を論じるナロック  (2006) 、Narrog (2009) を本研究は参考にしている。た
だし、ナロック  (2006) 、 Narrog (2009) は、单 (1974) の言う A~C 類の従属節内にどのようなモ
ダリティ形式が現れるのかという点を論じたものであり、引用節内のモダリティ形式を取り上げる
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類が認められる (藤田 1986, 2000)。この内、第Ⅰ類に該当する例では、「言った」など
の为節述部は、「おはよう」という具体的な発言・心内発話に対して、抽象化を行った




















て」、もしくは例示を表す「など」「なんて」を用いて藤田  (1986, 2000) の言う「第Ⅰ
類の引用」を表しているという条件を満たす用例を考察対象とした。  
引用に関連して、「という」や「との」を介した名詞修飾表現がある。調査におい
                                                                                                                                                                  
本研究とは着眼点が異なる。  










何か盗んだのではないか｛という／との｝疑い  【「という」による名詞修飾】  





















                                                        
7 このコーパスには「書籍」「白書」「国会会議録」「Yahoo!知恵袋」という収録媒体別のデータが収
められている。  




②モダリティ形式 (の諸形式) を指定するための要素  (各形式とも、過去／非過去、普通体／丁寧
体の違いを考慮した文字列指定を行った。「かも知れない」「に違いない」など、漢字表記も可能
なものはそれらも収集の対象とした)  
③文末で現れうる要素：[？！、」…。] ※「0 回以上の出現」で指定  
④引用表現の指定： (と |って |なんて |など)  文字列が一致していても、考察対象と異なる意味を表
すものについては全て手作業で省いた。  
9 以下は、『分類語彙表』の分類を筆者が改めたものである。  
 (a) 『分類語彙表』に無い語：筆者の判断によって、置き換えが最も適当と考えられる語の番号を
付与する  
 (b) 同一品詞内で複数の項目に出現する語  (例：「訴える」は、"2.3123"「伝達・報知」、"2.3611"
「裁判」に掲載) ：同じ分類項目内に掲載される語などを参考に、各例における意味に最も合致
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はさらに尐ない (「可能性・必然性」の〈にきまっている〉がその間に存在する 11)。 
「第Ⅰ類の引用」において、引用節は、思考・感情を表す場合と、発話・表出を表







                                                                                                                                                                  
する項目の番号を付与する  
 (c) 派生関係にある語が特定の品詞で複数の分類項目番号に割り振られている場合：  (「心配」は
名詞・動詞において"x.3013", "x.3061", "x.3062"の 3 箇所に掲載されているが、形容動詞としての




 (d) の例として次の例を挙げる。  
「そろそろ運転免許の試験を受けてみようか」と、自動車局  (ＤＭＶ) のウェブサイトを調べてみ
た。 (中略) 「カリフォルニアで職を得るもの、または居住するものは、一〇日以内にカリフォル





11 「可能性・必然性・証拠性」については、宮崎他 (2002) 、日本語記述文法研究会  (2003) など
の説明を参照のこと。  
引用節内のモダリティ形式と为節述部・被修飾名詞との関連性―意味分類を基に― 
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 (2) 彼はドクター・マックが好きだが、この勝負、デルーカ看護師が勝つに決ま
っていると思った。 (堺谷ますみ「ドクターは敵？」)  
 (3) いよいよ平家の追討軍がやってくるそうだ、という噂も耳にした。木曾ノ義





























































心  3000 心理    1               
感覚  3001 気がする・感じる  224 20 12 1 4 1 1 3 10 
感動・興奮  3002 
痛感する  
・感心する  
3       1       2 
感情・気分  3010 気分・心境  3   1             
快・喜び  3011 わくわくする  1 1               
恐れ・怒り  
・悔しさ  
3012 恐れる・恐怖  44   7       1   2 
安心・焦燥  
・満足  
3013 心配する・懸念  293 13 17       2     
苦悩・悲哀  3014 悩む・悲観する  4   2             
好悪・愛憎  3020 気遣う・同情する  5 4 1             
敬意・感謝  
・信頼など  
3021 不信感  2                 
表情・態度  3030 笑う                1   
信念・努力  
・忍耐  
3040 苦労                  1 
自信・誇り  
・恥・反省  
3041 反省・後ろめたい  9 3     1       1 
欲望・期待  
・失望  
3042 期待する・希望  38 15 11   1     2 2 
意志  3045 意向・腹づもり  3 2         1   2 
道徳  3046 信    1             2 
信仰・宗教  3047 念じる                  1 
学習・習慣  
・記憶  
3050 記憶する・習う  2 1           2   
知・知識  3060 常識  1                 
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3061 思う・考える  2420 767 136 104 63 8 5 837 386 
注意・認知  
・了解  
3062 わかる・気が付く  58 16 9 4 5 22 1   20 










149 77 12 5 11 7 1 15 6 
決心・解決  
・決定・迷い  
3067 結論・覚悟する  6 9 4 3 3     1 137 
意味・問題  
・趣旨など  




3071 理屈・仮説  9 5   1     1 2 2 
説・論・为義  3075 説・为張  15 1 1 1         5 
原理・規則  3080 原則・法律                1 7 
制度・慣例  3082 制度                  2 
計画・案  3084 準備                  1 
見る  3091 
発見する  
・観測する  
3         2   1   
見せる  3092 指摘する・示す  68 6   1       1 2 
聞く・味わう  3093 聞く  7 4 3 2   15 1 19 2 
小計  3383 968 218 122 91 56 14 885 610 
その他  347 231 75 46 10 24 28 138 94 
合計  3730 1199 293 168 101 80 42 1023 704 
 




りも〈のではないか〉において 34 項目中 26 項目と、最も広い。以降、〈だろう〉〈か
もしれない〉の順に項目数は減尐し、〈はずだ〉〈にちがいない〉〈らしい〉〈ようだ〉













由が存在する) ことになる。次の表 3 にその値を示した (小数点以下第 2 位を四捨五
入して表す)。ずれの尺度が１より大きい値については、観測値が期待値よりも多いも
のに (+)、尐ないものに  (-) を付与した14。期待値からのずれが大きい上位 15 個の値
には斜字体・下線を付して示した15。つまり、それらは何らかの理由で特に多い  (+)、
あるいは尐ない (-) 値を示した箇所だということになる。  
カイ二乗値の分布から、用例数 (ここでの「観測値」) の偏りに反して期待値と観
測値の違いが大きいのは必ずしも〈のではないか〉に限られないことが見て取れる。












参照して、否定的なもの、肯定的なものごとにまとめた用例数を表 4 に示す (該当す
る用例の得られなかった〈はずだ〉〈らしい〉を除く)。 
 
                                                        
12 二乗するのはプラスとマイナスに広がるずれの距離をプラス側に一元化するためであり、期待値
で割るのは、期待値の大きさによる値のばらつきを平均化するためである。このように調整するこ
とで、例えば【期待値 1000、観測値 992】の場合よりも【期待値 10、観測値 2】の場合にずれの尺
度が大きく求められることになる。  
13 期待値=[7340*該当する分類項目の総用例数 /7340*該当する形式の総用例数/7340] 
14 ここでの「尺度 1 以上」という基準に特に根拠はなく、任意に設定したものである。  






























心  3000 0.5   (+)4.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.1  1 
感覚  3001 (+)50.0  (-)14.0  0.1   (-)4.5  0.0   (-)1.3  0.2  (-)32.7  (-)10.2  276 
感動・興奮  3002 0.0  1.0  0.2  0.1  (+)10.2  0.1  0.0  0.8   (+)3.5  6 
感情・気分  3010 0.5  0.7   (+)4.4  0.1  0.1  0.0  0.0  0.6  0.4  4 
快・喜び  3011 0.0   (+)1.4  0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.3  0.2  2 
恐れ・怒り・悔しさ  3012 (+)10.0   (-)8.8  (+)10.9   (-)1.2  0.7  0.6   (+)1.5   (-)7.5   (-)2.0  54 
安心・焦燥・満足  3013 (+)99.0  (-)30.3   (+)1.2   (-)7.4   (-)4.5   (-)3.5  0.0  (-)45.3  (-)31.2  325 
苦悩・悲哀  3014 0.3  1.0  (+)12.9  0.1  0.1  0.1  0.0  0.8  0.6  6 
好悪・愛憎  3020 0.0   (+)3.4  0.9  0.2  0.1  0.1  0.1   (-)1.4  1.0  10 
敬意・感謝・信頼など  3021 1.0  0.3  0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.3  0.2  2 
表情・態度  3030 0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0   (+)5.3  0.1  1 
信念・努力・忍耐  3040 0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1   (+)8.5  1 
自信・誇り・恥・反省  3041 0.5  0.2  0.6  0.3   (+)3.4  0.2  0.1   (-)2.0  0.1  14 
欲望・期待・失望  3042 0.2   (+)1.2  (+)24.7   (-)1.6  0.0  0.8  0.4   (-)6.0   (-)3.2  69 
意志  3045 0.3  0.4  0.3  0.2  0.1  0.1  (+)19.9   (-)1.1   (+)2.0  8 
道徳  3046  (-)1.5  0.5  0.1  0.1  0.0  0.0  0.0  0.4  (+)10.2  3 
信仰・宗教  3047 0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1   (+)8.5  1 
学習・習慣・記憶  3050 0.1  0.0  0.2  0.1  0.1  0.1  0.0   (+)2.4  0.5  5 
知・知識  3060 0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.1  1 





























































注意・認知・了解  3062  (-)1.6   (-)1.7   (+)2.4  0.3   (+)5.3  (+)286.4  0.1  (-)18.8   (+)3.8  135 
測定・計算  3064 0.9  (+)23.6  0.0  0.7   (+)5.8  0.3  0.2   (-)4.3   (-)3.0  31 
研究・試験・調査・検査など  3065 0.4   (+)1.1   (+)2.4  0.1  0.1  0.1  0.0  0.8  0.3  6 
判断・推測・評価  3066 0.2  (+)20.5  0.0  0.3  (+)13.0   (+)5.0  0.2  (-)15.1  (-)16.5  283 
決心・解決・決定・迷い  3067 (-)71.3  (-)11.7  1.0  0.1  0.3   (-)1.8  0.9  (-)20.8  (+)942.2  163 
意味・問題・趣旨など  3070  (-)8.0  0.0  0.9  0.5  0.3   (+)2.2  0.1   (-)3.2  (+)86.3  23 
論理・証明・偽り・誤り・訂正など  3071 0.1  0.9  0.8  0.6  0.3  0.2   (+)6.9  0.2  0.0  20 
説・論・为義  3075 0.9   (-)2.0  0.0  0.4  0.3  0.3  0.1   (-)3.2   (+)3.5  23 
原理・規則  3080  (-)4.1   (-)1.3  0.3  0.2  0.1  0.1  0.0  0.0  (+)50.6  8 
制度・慣例  3082 1.0  0.3  0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.3  (+)17.0  2 
計画・案  3084 0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1   (+)8.5  1 
見る  3091 0.0  1.0  0.2  0.1  0.1  (+)57.2  0.0  0.0  0.6  6 
見せる  3092 (+)20.3   (-)3.6   (-)3.1  0.3   (-)1.1  0.9  0.4   (-)9.0   (-)4.0  78 
聞く・味わう  3093 (-)14.8   (-)2.5  0.4  0.5  0.7  (+)360.1   (+)1.6  (+)18.3   (-)1.9  53 
その他  (-)49.2  (+)29.2  (+)31.5  (+)23.8  1.0  (+)16.0  (+)87.7  0.0  0.0  993  
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表 4: 否定的感情／肯定的感情の別による用例数 
 







































3012 恐れる・恐怖  44 0 7 0 1 0 2 
3013 心配する・不安だ  293 4 17 0 0 0 0 
3014 嘆く・悲観する  4 0 2 0 0 0 0 
3021 不信感  2 0 0 0 0 0 0 
 (小計)  343 4 26 0 1 0 2 
 (割合)  90.0% 14.3% 70.3% －  －  －  －  
肯定的  
3013 安心する・安堵する  0 9 0 0 2 0 0 
3042 期待する・希望  38 15 11 1 0 2 2 
 (小計)  38 24 11 1 2 2 2 
 (割合)  10.0% 85.7% 29.7% －  －  －  －  







付いていると判断できる。結び付きが強いと判断されたものが  (5) から (7) の例であ






 【〈のではないか〉・否定的】  
 (6) そんなとき、好都合にも夫が殺害された。夫を殺す動機があることから疑わ
れるかもしれないと、妻は不安になる。  (笹沢左保「水木警部補の敗北」)  









 【〈のではないか〉・肯定的】  
 
引用節内のモダリティ形式と为節述部・被修飾名詞との関連性―意味分類を基に― 



































同様の結果となった。表 7 には名詞類・動詞類をまとめて、表 3 と同様の計算を行っ
た結果を示す。
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01 思い 思惑  15 5 4 1 1    2 28 
03 構想 発想  21 5 3 5    2 4 40 
04 感想  1         1 
05 強迫観念  2        1 3 
07 考え 思考  6 7  2    7 7 29 
10 発案  1         1 
11 意見 見解  43 7    1  12 3 66 
13 先入観      1    1 2 
16 確信 信念   2  5    2 4 13 
17 疑い 疑念  49         49 
合計  138 26 7 13 2 1 0 23 22 232 
 






















































1  1     1  3 
03 思い付く  5 1        6 




 3 2   1  1 1 8 
11 意見がある  16         16 
12 確信する 思い込む  4 11  10 9 1   1 36 
13 疑う 恐れがある  42  1    1   44 
合計  2282 741 129 91 61 7 5 814 364 4494 
 
























































0.0  0.4  (+)1.2  (+)18.2  0.6  0.4  0.2   (-)2.3  0.0  40 
04 感想  0.5  0.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.1  1 




 (-)5.2  (+)1.1   (-)1.2   (+)2.7  0.4  0.3  0.2   (+)2.2  (+)6.4  29 




(+)2.7  (-)1.3   (-)2.6   (-)1.5  0.9  0.1  0.4  0.9   (-)1.8  66 
13 先入観   (-)1.0  0.3  0.1  0.0  (+)34.4  0.0  0.0  0.3  (+)3.4  2 
引用節内のモダリティ形式と为節述部・被修飾名詞との関連性―意味分類を基に― 
























































(+)23.3  (-)8.0   (-)2.0   (-)1.1  0.7  0.5  0.3   (-)6.8   (-)4.7  49 





0.2  0.5   (+)6.5  0.1  0.0  0.0  0.0  0.8  0.3  3 


























0.3  0.1  (+)26.6  0.3  0.1  (+)66.4  (+)32.5  (-)87.3  (+)18.1  2614 
全用例数  3730 1199 293 168 101 80 42 1023 704 7340 
 
表 7 からは、表 5、表 6 中、最も大きな用例数となる動詞類"01"の段落 (すなわち








 (12) 「十二月十七日の航空券を押さえてある」とぼくは言った。  
 「わたしの誕生日？」  
 「なんとなく縁起がいいんじゃないかと思ってさ」 
 彼女は微笑み、弱々しい声で「ありがとう」と言った。  (片山恭一「世界
の中心で、愛をさけぶ」)  
佐藤 雄亮 
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 (13) 「わかってくれ…あの子はヒステリー状態だった。実際、あの日の彼女を見
たときは、二度と正気に戻らないんじゃないかと思ったくらいだ」彼はかぶ




著な値であることが表 7 には表されている。  
 












示すような Yahoo!知恵袋の用例が 664 例と突出しており、国会会議録での 30 例、書
籍・白書の 87 例と比べ非常に多くなっているからである。これは、〈なければならな
い〉と「思う」の共起例が国会会議録では 188 例ある一方で、書籍・白書では 58 例、
さらに Yahoo!知恵袋では 13 例に過ぎないという結果と非常に対照的な数値である。  
 
 (16)  (立ちくらみがひどい、という相談で) 脳の病気や耳の病気でも生じます。
さまざまな病気が考えられますので精密検査を受けた方が良いと思います。  
(Yahoo!知恵袋)  





 (18)  (質問：) 薬を飲んだ３時間くらい後に、嘔吐したんですが、薬飲んだ意味
なくなってしまいますか？  











































































1805 635 101 64 42 4 4 781 259 3695 
全体例  3730 1199 293 168 101 80 42 1023 704 7340 
















 (  59)  雤がひどいので、試合は中止に{なるかもしれない／なるにちがいない／?なるはずだ 
    ／*なるようだ／*なるみたいだ／*なるらしい／*なりそうだ／*なるそうだ}と思う。 
 (宮崎 2002: 144 例番号・文法性判断は宮崎 (2002) による)  
 
佐藤 雄亮 








ギョッとした。  (赤川次郎「三毛猫ホームズの騒霊騒動」)  
 (20) 村井氏は、大仰な身ぶりを混えて話した。  (中略) また躁状態に入ったよう















と、異なり語数で 10 語、延べで 91 例の共起例が認められるのに対し、他に得られた
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この点に関しては、既に先行研究で「「～ト疑ウ」の場合、最も頻ぱんに引用句内
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 (他者)   内容                                                 (話し手)  
                  「学校をやめる」  
 
「学校をやめるらしい」 (あるいは) 「学校をやめると聞いた」 
 
図 1: 「学校をやめる」と伝聞した場合 
 





（他者 A）内容                                （他者 B）内容                                                 （話し手） 




図 2: 「学校をやめるらしい」と伝聞した場合 
上の例は、文字通り解釈するのならば全て図 2 と同じような状況を言語化したもの
であるはずだということになる。しかしながら、図に示したように、〈らしい〉と、「聞
く」が言語化する「伝聞」がそれぞれ異なるタイミングの  (つまり発話者が異なる) も
のを表しているのであれば、〈らしい〉と「聞く」の間に直接の関係は成立しないこと











と心配になってきました。  (Yahoo!知恵袋)  
                                                        
19 ここでは図でいう「他者 B」が述べる内容を伝聞したのではなく、他の証拠に基づいて「推定」
した、という解釈も成立するはずであるが、ここでは考慮しないでおく  (実際、上に示した例の中
でも、たとえば例  (27) では、「森さん」が死んでいるという文脈があるため「伝聞」よりも「推定」
の解釈が優先されるだろう) 。  
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 (29)  (手の爪の白い線について) 空気が入るとなるらしいとは聞いたことがあり
ます。何らかの病気とか、体が弱っているとなるときもあるらしいです。私














（他者） 内容                                                  （話し手） 






















の「注意・認知・了解」との共起例 22 例のうち 15 例が「わかる」との共起である。 
? ? 
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「わかる」  1 8 1 1 0 15 1 0 1 28 
"3062"全体  58 16 9 4 5 22 1 0 20 135 
「わかる」  
の割合  
































秩序、しくみ、事情などのあり方として (高梨 (2002: 94))」事態の必要性を述べるの
に用いられている。このような用法は、「｛規則では／法律では｝～なければならない。」
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言語活動  3100 言う・発言する  181 142 44 5 30 11 13 94 36 
表現  3103 表明する・表現  2               2 
变述  3104 述べる・記述する  4 10 3 1 4   1 3 6 
通信  3122 送る・メール                2   
伝達・報知  3123 噂する・報告  18 5 8 2   8 3   1 
話・談話  3131 話す・語る  24 18 7   1 3 3 8 3 
問答  3132 質問する・尋ねる  45 16 5   2 1 1 8 3 
会議・論議  3133 議論・反論する  21 1     1   1   3 
言論  3134 論じる  3                 
批評・弁解  3135 
批判する・非難す
る  
22       1         






  2           1 4 
報告・申告  3141 提案する・証言  7 1     3   1 2   
評判  3142 風評    1               
読み  3150 読む            1   1   
書き  3151 書く・ある  1 7 2 1 1 1 2 4 24 
文章  3154 記事・条文  2           1   1 






































































































言語活動  3100 言う・発言する  (-)36.5  (+)28.8  (+)21.4  (-)4.7  (+)65.3  (+)4.0  (+)30.3  (+)3.5  (-)5.6  556 
表現  3103 表明する・表現  0.0  0.7  0.2  0.1  0.1  0.0  0.0  0.6  (+)6.8  4 
变述  3104 述べる・記述する  (-)9.2  (+)4.4  (+)2.3  0.1  (+)28.8  0.3  (+)3.6  0.5  (+)2.8  32 
通信  3122 送る・メール  1.0  0.3  0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  (+)10.6  0.2  2 
伝達・報知  3123 噂する・報告  1.0  0.8  (+)21.4  0.9  0.6  (+)115.0  (+)29.2  (-)6.3  (-)2.5  45 
話・談話  3131 話す・語る  (-)3.0  (+)4.5  (+)7.0  (-)1.5  0.0  (+)7.1  (+)17.9  0.2  (-)1.8  67 
問答  3132 質問する・尋ねる  0.4  0.6  1.0  (-)1.9  0.7  0.0  0.6  1.0  (-)2.9  81 
会議・論議  3133 議論・反論する  (+)3.9  (-)2.6  (-)1.1  0.6  (+)1.1  0.3  (+) 4.6  (-)3.8  0.1  27 
言論  3134 論じる  1.4  0.5  0.1  0.1  0.0  0.0  0.0  0.4  0.3  3 
批評・弁解  3135 批判する・非難する  (+)9.1  (-)3.8  0.9  0.5  (+)1.5  0.3  0.1  (-)3.2  (-)2.2  23 
説明  3136 説明する・説く  1.0  0.4  0.3  0.2  (+)7.2  0.1  (+)19.9  (-)1.1  (+)2.0  8 
宣告・宣言・発表  3140 言い聞かせる・宣告する  (-)3.6  0.6  0.3  0.2  0.1  0.1  0.0  0.0  (+)16.5  7 
報告・申告  3141 提案する・証言  0.0  0.7  0.6  0.3  (+)40.9  0.2  (+)10.6  0.0  (-)1.3  14 
評判  3142 風評  0.5  (+)4.3  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.1  0.1  1 
読み  3150 読む  1.0  0.3  0.1  0.0  0.0  (+)43.9  0.0  (+)1.9  0.2  2 
書き  3151 書く・ある  (-)19.9  0.0  0.0  0.0  0.3  0.6  (+)12.5  0.7  (+)95.8  43 
文章  3154 記事・条文  0.0  0.7  0.2  0.1  0.1  0.0  (+)41.7  0.6  1.0  4 
その他  (+)5.6  (-)2.9  (-)4.1  1.0  (-)11.1  (-)3.2  (-)12.9  0.0  0.0  6421 
全用例数  3730 1199 293 168 101 80 42 1023 704 7340 
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まず、"3132"の「問答」の例を確認する。「問答」全体では特定のモダリティ形式との顕
著な関係性は読み取れないが、その内部ではかなり偏りが認められた。「問答」の各語を、
聞き手へ質問する意味のもの ("02~04") と、返答を意味するもの ("05"以降) の段落別に分
け21、それぞれの用例数を示す。 
 













































質問類 ("02-04"の段落)  33 3 2 0 0 0 0 0 1 
返答類 ("05-"の段落)  11 13 3 2 0 1 1 8 2 
合計 44 16 5 2 0 1 1 8 3 
 
表に見られるように、ほとんどの形式において (34) のように返答を意味するものが多数






お母さん似？  (Yahoo!知恵袋)  【返答】 
 (35) 友人代表として弔辞を読むようにといわれたとき、ぼくが読んでは、舟橋君が化
けて出てくるのではないか、と答えたが、だから是非私に読んでほしいという今
日出海君の希望であったと聞いた。 (丸谷才一・丹羽文雄「友を偲ぶ」) 【返答】 
 (36) それで、中元の時季に、野沢とトラブルがあったのではないかと質問したのです
が、まったく覚えがないという答えでした。 (佐野洋「殺人買います」) 【質問】 
 (37) その子の友達に「彼モテるでしょう？」と尋ねると、全然モテないしチョコをく













ついで問われて、「はい」と答えるのである。  (野間宏「狭山裁判」)  
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 (38) 西ドイツのシュミット前首相が、いつか、「(中略) 戦後の日本はアメリカに頼るば
かりで、西ドイツが払ったような努力を、周辺の諸国に対して払ってこなかった















え、用例数も 85 例中 24 例と、"3100"「言語活動」の 36 例に次ぐものとなっている。他形
式に比べ特徴的なこの結果は、〈なければならない〉の意味を反映したものと捉えられる。 
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The correlation between modals in the quotative clause and the predicate or modified noun 
in the main clause in Japanese 
Sato, Yusuke 
  (The Graduate School of Area and Culture Studies, Tokyo University of Foreign Studies)  
 
Abstract 
The present study reveals that the meanings of modals in quotative clauses are reflected in 
the meanings and the numerical distribution of main predicates or modified nouns with which they 
co-occur. Consideration is based on attested examples culled from the BCCWJ corpus, which are 
also analysed statistically. The result of this study will also function as the complementary data for 
the semantic description of the modals. 
